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杏と美香と樹里、中学３年生。３年になって同じクラスになり、なんとなく、行動をともにする

ようになった…。クラスでは、仲のいいグループだけど、実際は微妙にすれちがう。親友…？

どういう存在をそう呼べる？。そんなとき、杏は、大人びていて、近寄りがたい存在の真由子に

図書室で声をかけられる。その日からだんだんと真由子と親しくなる杏。でも、それは、美香と

樹里には知られたくない…。一緒にいても、お互いの気持ちが読めないのはどうして？卒業を

間近に、友情のこと、受験のこと、家族のこと、恋愛のこと、そして、これから歩いていく道…３人

それぞれの思いを抱いて過ごす、最後の中学生活。 

 

 

 

本当の気持ちが言えず大切な人を傷つけたり、今まで、こうだと思い込んでいたことがちがっていて戸惑

ったり、どうしても叶わないことがあって切なかったり、自分自身も、友だちも、将来のことも、わからな

いことだらけ…。でも、自分を見つめ、周りに目をむけることで、いろんなことに気づき、ちょっとずつ変

化していく杏と美香と樹里、とその関係。３人の思いが交互に語られていきます。あなたにも、似たような

経験がありますか？ 


